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令和６年度  施  政  方  針  

 

議長のお許しを得ましたので、ここに令和６年度施政方針と予算案の概

要を申し上げ、議員各位並びに町民の皆さまのご理解とご協力をお願いす

るものです。  

私は、平成２９年６月に町政の舵取りを託されてから８年目を迎えよう

としております。私のまちづくりの基本理念である「各世代が笑顔あふれ

るまちづくり」の実現に向け、常に町民目線に立ち、誠心誠意努めてまい

りました。これもひとえに議員各位並びに町民の皆さまのご指導、ご協力

の賜物と心より感謝申し上げます。  

 

≪はじめに≫  

 はじめに、本年１月１日に発生した石川県能登地方を震源とする地震に

つきまして、犠牲になられた方々に哀悼の意を表しますとともに、被災さ

れた皆様にお見舞い申し上げます。不安な思いで過ごされている皆様の生

活が、一日も早く以前の日常に戻られることをお祈りいたします。  

 本町においても、昨年６月に令和５年梅雨前線による大雨及び台風第２

号によって、床上・床下浸水による被害が発生しております。地震をはじ

め、大雨などの自然災害は、いつどこを襲うかわかりません。いつ起きる

かもしれない災害から、町民の皆さまの生命や財産、暮らしを守るために

も、防災・減災対策の更なる強化に努めてまいりたいと考えております。  

 一方、世界では、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は未だ収束せず、

イスラエル・パレスチナ情勢が深刻化するなど、こどもを含む多くの罪な
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き市民が犠牲となっております。武力によらない対話による平和的な解決

を実現し、一刻も早く平穏な日々が戻ることを切に願っております。  

 また、私たちの日常生活に暗い影を落としてきた新型コロナウイルス感

染症については、昨年５月、５類感染症へ移行となり、大きな節目を迎え

ました。このコロナ禍により、私たちは多くの大切なものを失ってきまし

たが、一方で、私たちは百年に一度と言われる危機を乗り越えたという経

験を得るとともに、改めて健康の大切さ、人とのつながりの大切さを痛感

する機会ともなりました。私はこのコロナ禍で得た貴重な経験と教訓を、

今後のまちづくりに活かし、町民の皆さまと力を合わせ、輝く未来の松伏

を共に創ってまいりたいと考えております。  

 こうした社会情勢を背景とした原油価格や物価の高騰などは、光熱水費

や食料品といった生活必需品の価格に影響し、町民の皆さまの生活にも暗

い影を落としております。引き続き、経済情勢や国の動向を見極めながら、

お困りの方々に支援の手が届くよう、地域のニーズや状況を的確に捉えて

いかなければならないと認識しております  。  

 こうした中、令和６年度は新たな総合振興計画である「松伏町第６次総

合振興計画」に基づく、まちづくりがスタートする年となります。この総

合振興計画は松伏町の未来を拓く指針であり、まちづくりの最も基本とな

る計画です。これまで、本町に関わる多くの方々が、町の未来を想いなが

ら議論を重ね、計画づくりを進めてまいりました。  

 新たな総合振興計画では、町の将来像を『みんなの笑顔を未来へつなぐ  

緑あふれるまち  まつぶし』とし、国際的な開発目標であるＳＤＧｓの理

念を踏まえた様々な施策を推進することにより、町民の皆さまが「松伏町
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に住んでよかった、生まれてよかった、住み続けたい」と思える魅力ある

まちを創り上げてまいります。  

また、町民や事業者の皆さまなど、まちづくりに関わる全ての方々とこ

れまで以上に力を合わせ、あらん限りの総意と熱意を持って、町の将来像

の実現に向け、取り組んでまいります。  

 

≪予算編成方針≫  

 令和６年度の予算編成について申し上げます。国の経済状況に関しまし

ては、物価高騰や令和６年能登半島地震の経済に与える影響に十分留意す

る必要がありますが、雇用・所得環境が改善するもとで、各種政策の効果

もあって、緩やかな回復が続くことが期待されています。  

 このような中、町の歳入の根幹となる個人住民税や固定資産税等の町税

につきましては、今後、固定資産税における企業誘致による効果が期待で

きるものの、エネルギー価格高騰による物価上昇など、依然として先行き

は不透明な状況にあり、全体で約１億２，５００万円の減額を見込んだと

ころです。  

一方、歳出につきましては、少子高齢化の影響による社会保障費の増加

等が見込まれており、財政調整基金や公用・公共用施設整備基金等を大幅

に取り崩すなど、厳しい予算編成となりました。  

そのため、町民ニーズを的確に捉えた質の高い公共サービスを提供する

にあたり、各種事業の優先順位を洗い直し、事業の再検討をしたところで

す。  

町民ニーズが多様化する中、この町に住んでよかった、この町に住み続
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けたいと思えるよう、令和６年度からスタートする新たな総合振興計画の

施策に基づいた町民主体のまちづくりを推進する予算編成に努めたところ

です。  

 

≪第６次総合振興計画に沿った主な事業≫  

 続きまして、新年度からスタートする第６次総合振興計画に沿って、主

な事業をご説明申し上げます。  

 

 新たな総合振興計画では、町の将来像の実現に向け、重点的に取り組む

べき施策として、２つのリーディングプロジェクトを設けました。  

 ひとつめは、「こどもや高齢者にやさしいまちづくり」です。  

新年度については、物価上昇に伴う子育て世帯の経済的負担を軽減する

ため、新年度第１期及び第２期分の学校給食費を無償化いたします。  

また、こども医療費を入院・通院ともに高校生まで拡大し、無償化いた

します。こどもたちが安心して医療を受けることができ、ご家庭が安心し

て子育てに取り組めるよう、子育て環境の充実を図ってまいります。  

 高齢者支援につきましては、いわゆる団塊の世代が７５歳以上となる令

和７年に向けて、高齢者の総合相談窓口であり、地域包括ケアシステムの

要となる地域包括支援センターを新たに増設します。高齢者の皆さま一人

ひとりが、引き続き住み慣れた地域で安心して暮らせる環境を整備してま

いります。  

 ふたつめは、「次世代につなぐ活気とにぎわいのあるまちづくり」です。 

 公共交通につきましては、今年度、将来を見据えた本町の公共交通のあ
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り方を協議するため、交通事業者や町民、行政などで構成する「松伏町地

域公共交通活性化協議会」を設置します。新年度は、地域公共交通の維持・

活性化に向けた課題等を整理し、本町における望ましい地域公共交通のあ

り方とその実現に向けた取組をまとめた、「地域公共交通計画」を策定し、

全ての町民が安全で安心して生活できる快適な移動環境の整備を図ってま

いります。  

 また、東埼玉道路などの広域幹線道路沿いの土地利用については、引き

続き企業誘致を推進し、職住近接による活気とにぎわいのある次世代への

まちづくりに取り組んでまいります。  

  

続きまして、新たな総合振興計画の７つのまちづくりの目標に沿って、

主な事業をご説明申し上げます。  

 

１ .未来を担うこどもたちが健やかに育ち、生きる力をはぐくむまちづくり  

 はじめに、「未来を担うこどもたちが健やかに育ち、生きる力をはぐくむ

まちづくり」について申し上げます。  

 子育て家庭への支援につきましては、新年度、子育て世代包括支援セン

ターと子ども家庭総合支援拠点を改編し、妊産婦のみならず、子育て世帯

やこどもへの一体的な相談支援機能をもった「こども家庭センター」を新

たに設置します。垣根を超えた連携・協働を深め、より一層の子育て体制

の強化を図ってまいります。  

 また、育児に不安がある、産後のサポートが必要な母親を対象に、産後

ケア事業を実施します。母親が穏やかな気持ちで安心して育児ができるよ
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う、子育てが軌道に乗るまでのあいだ、母親に寄り添った支援を行ってま

いります。  

 教育環境の整備につきましては、松伏小学校に発達障害・情緒障害通級

指導教室を開設します。特別な教育的支援を必要とするこどもたちの視点

に立ち、こどもたちがそれぞれの能力を発揮しながら、地域でいきいきと

生活できるよう支援を行ってまいります。  

 また、学校のセキュリティ強化として町内小中学校の防犯カメラを更新

し、こどもたちの安全の確保と、安心して授業に専念できる環境を整備し

てまいります。  

 

２ .地域で支え合い、いきいきと暮らせるまちづくり  

 次に、「地域で支え合い、いきいきと暮らせるまちづくり」について申し

上げます。  

 健康づくりの推進につきましては、新たな保健センターの建設に向け、

実施設計を進めてまいります。こどもから高齢者の方まで、全ての町民の

皆さまが健康で安心して暮らし続けるための総合的な支援拠点として、母

子保健や子育て支援、健康づくりに取り組んでまいります。  

 地域福祉の推進につきましては、新年度に松伏町第３期地域福祉計画を

策定します。地域における複雑化・複合化した支援ニーズに対応するため、

重層的支援体制の整備を図ってまいります。  

 高齢者福祉の推進につきましては、新年度から「高齢者福祉計画・第９

期介護保険事業計画」がスタートします。本町の実情に応じた介護サービ

スの充実や認知症への理解の促進、地域包括ケアシステムを支える介護人
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材の育成などにより、地域で支え合い、誰もが安心して暮らせる地域共生

社会の実現に向けて取り組んでまいります。  

また、後期高齢者健康診査の個別健診を実施します。高齢者の皆さまに

は、生活習慣病の発症や重症化を未然に防ぎ、いつまでもいきいきと日常

生活を送っていただきたいと考えております。  

  

３ .互いを認め合う、町民主体の地域コミュニティ豊かなまちづくり  

 次に、「互いを認め合う、町民主体の地域コミュニティ豊かなまちづくり」

について申し上げます。  

 人権の尊重・多様性の尊重につきましては、県内自治体と「パートナー

シップ制度に係る連携に関する協定」を締結します。これにより、制度を

利用している方が転入・転出する際の手続きの負担軽減を図り、男女の別

だけではない多様な性のあり方を認め合い、誰もが自分らしく生きること

ができる社会の実現に取り組んでまいります。  

 文化活動の推進につきましては、中央公民館及び多世代交流学習館の図

書システムを更新し、インターネットを通じ、いつでも自宅にいながら蔵

書検索や予約ができるよう、町民の皆さまの読書活動の支援と利便性の向

上を図ります。  

 また、先人から受け継がれた町民の共有財産である有形無形の文化財の

保護及び本町の歴史文化の情報発信のため、町史編さん事業として通史編

の刊行を進めてまいります。  
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４ .活気あふれるにぎわいのまちづくり  

 次に、「活気あふれるにぎわいのまちづくり」について申し上げます。  

 農業の振興につきましては、今年度は大川戸地区の寺前揚水機場設備の

ポンプを更新しました。新年度は引き続き、老朽化がみられる動力制御盤

等の更新を行い、農業用水の安定供給を図ってまいります。  

 また、農業集落排水事業特別会計について、地方公営企業法の財務規定

等を適用した公営企業会計へ移行します。経営や資産状況を的確に把握し

た運営を行い、農業集落排水事業の健全化を推進してまいります。  

 商業の振興につきましては、これまで全国にお住いの方々から寄附をい

ただいているふるさと納税について、インターネットによる寄附受付窓口

であるポータルサイトを拡充します。持続可能で魅力あるまちづくりのた

めの自主財源の確保と町内特産品のＰＲに一層努めてまいります。  

 

５ .持続可能で利便性の高い快適空間のまちづくり  

 次に、「持続可能で利便性の高い快適空間のまちづくり」について申し上

げます。  

 都市基盤の整備につきましては、ひび割れ等が発生しているゆめみ野地

区の町道７号線の舗装修繕を実施し、騒音や振動等を防ぎ、沿線にお住い

の皆さまの住環境を維持してまいります。その他、生活道路につきまして

は、町民生活の基盤として、引き続き改良や舗装修繕を計画的に進め、生

活利便性を確保してまいります。  

 公共交通につきましては、リーディングプロジェクトでも申し上げまし

たが、新たに設置する地域公共交通活性化協議会のなかで、本町に適した
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公共交通の在り方を議論していただき、地域公共交通のマスタープランで

ある「地域公共交通計画」を策定し、全ての町民が安全で安心して生活で

きる快適な移動環境の整備や持続可能な地域公共交通の実現を図ってまい

ります。  

 また、バスの安全かつ円滑な運行と利用者の利便性向上、更には企業支

援策の一環として、大川戸バス停留所について、バスが停車している間、

他の交通の妨げにならないよう、バスベイを設置いたします。  

 

６ .安全・安心な暮らしのできるまちづくり  

 次に、「安全・安心な暮らしのできるまちづくり」について申し上げます。  

将来にわたって、環境にやさしい持続可能なまちづくりを推進するため

には、脱炭素社会の実現は重要なテーマのひとつです。そのため、町内公

共施設や街路灯をＬＥＤ化し、２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量

ゼロを目指す「ゼロカーボン」の達成に向けて、取り組んでまいります。  

 資源循環社会の推進につきましては、ご家庭で剪定した枝草を東埼玉資

源環境組合の堆肥化施設へ持ち込まれた方に交付している枝草搬入奨励補

助金を拡充します。枝草を堆肥として資源化し、ごみの排出抑制と リサイ

クルを推進してまいります。  

 また、町内清掃事業者による事業協同組合の設立を支援し、事業者の経

営安定化や業務効率化を図り、未来につながる地域環境の実現に向け、地

域ぐるみで取り組んでまいります。  

 交通安全の推進につきましては、こどもたちの安全・安心な通学環境を

確保するため、松伏第二中学校西側の通学路に注意喚起のための路面標示
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を設置します。  

 災害に強いまちづくりの推進につきましては、内水対策として移動式ポ

ンプを配備し、大規模な水害の発生の防止に努めます。  

また、局地的な大雨による家屋の浸水被害を最小限にするため、排水路

整備を進めるとともに、道路冠水時の事故等を防止するため、冠水のおそ

れが高い町道に道路浸水センサを設置し、道路利用者の安全性を確保して

まいります。  

 防災体制の強化につきましては、防災行政無線システムを更新し、災害

時においても町民の皆さまに確実に情報伝達できる体制を整備してまいり

ます。  

 また、大規模な震災等が発生した場合にも自主防災組織等の地域住民の

方々が主体となり、混乱のない円滑な避難所の開設や運営 が行えるよう、

引き続き、避難所開設訓練を実施いたします。日頃から地域でコミュニケ

ーションを図り、いざという時に備え、共助の体制を築いてまいります。  

 消費者行政の推進につきましては、高齢者による消費者トラブルを未然

に防ぐため、特殊詐欺をテーマとした落語会を開催し、特殊詐欺の手口や

対策について注意喚起してまいります。  

 

７ .効率的で質の高い町政運営を進めるまちづくり  

 次に、「効率的で質の高い町政運営を進めるまちづくり」について申し上

げます。  

 効率的な行政運営につきましては、町の活力を維持する働く場の確保と

町内経済の発展に向け、企業誘致等の地域活性化を図るため、担当部署で
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ある新市街地整備課の組織を改編します。  

 職員の人材育成につきましては、新年度は東南部都市連絡調整会議の人

事交流の枠組みに新たに加入した春日部市へ職員を派遣します。派遣先で

培った経験やノウハウを活用し、組織の活性化や職場風土の改革、人材育

成の推進を図ってまいります。  

女性活躍の推進につきましては、女性活躍推進法に基づく「特定事業主

行動計画」を改定し、女性職員が希望に応じて十分に能力を発揮し、輝き、

活躍できる組織づくりに取り組んでまいります。  

 デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進につきましては、 国

の「自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画」の方針

を踏まえながら、町民の皆さまの利便性向上や業務の効率化を図ってまい

ります。また、デジタル技術の活用と併せて、不慣れな方への情報格差が

生じないよう配慮し、一人ひとりのニーズに合ったサービスを提供するこ

とで、地域課題の解決や新しい時代にふさわしい行政サービスの構築を進

めてまいります。  

シティプロモーションの推進につきましては、改めて本町の魅力を再発

見するとともに町民の皆さまとの協働による取り組みなどにより、戦略的

なシティプロモーションを展開してまいります。若い世代の皆さまには、

まちの魅力を再認識し、まちへの愛着と誇りを持ってこれからの松伏町の

原動力になっていただき、町外にお住いの皆さまには町の認知度向上とイ

メージアップを図ってまいります。  

 

社会経済情勢が目まぐるしく変化する予測困難な時代にあるなか、目指
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すべき将来像として掲げた『みんなの笑顔を未来へつなぐ  緑あふれるま

ち  まつぶし』の実現に向け、私自身がそのまちづくりの先頭に立ち、力

強く第一歩を踏み出してまいります。  

 

≪おわりに≫  

 最後になりますが、『あなたが今、撒く種はやがて、あなたの未来となっ

て現れる』という言葉があります。これは、「今現在に積み重ねている努力

は、将来きっと実を結ぶ。来るべき明日のためにきちんと種を蒔いていこ

う。」という趣旨の言葉です。  

 第６次総合振興計画がスタートし、新たにたくさんの未来への種を蒔き

ます。種を蒔かずに花が咲き、実を結ぶことはありません。将来、ひとりで

も多くの町民の皆さまの心に笑顔の花が咲き、次世代のこどもたちに「魅

力ある松伏町」という素晴らしい実が残せるよう、未来への責任をもって

町政運営に邁進してまいります。  

 

≪一般会計予算、特別会計予算及び企業会計予算の概要≫  

引き続き、令和６年度一般会計予算、特別会計予算及び企業会計予算の

概要の説明をいたします。  

 

 議案第１９号「令和６年度松伏町一般会計予算」は、９１億７，２００万

円で、前年度に比べ、額にして３億８，４００万円、率にして４．４％の増

となりました。  

 また、３つの特別会計予算総額は６０億３，８７８万円で、前年度に比
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べ、額にして１，８５６万８，０００円、率にして０．３％の増となりまし

た。  

一般会計の歳入については、その主要部分を占める１款  町税は３１億

１，２１３万６，０００円で、前年度に比べ、町民税は１億５，４１７万円

の減、固定資産税は２，６１０万円の増を見込み、町税総額にして１億２，

４９２万円の減となりました。  

７款  地方消費税交付金は、消費者の動向を見据え、５億８，０００万

円を見込みました。  

９款  地方特例交付金は、定額減税による減収分の補填を考慮し、１億

３，９００万円を見込みました。  

１０款  地方交付税は、基準財政需要額、基準財政収入額等の増減要因

を精査した結果、１９億２，０００万円を見込みました。  

 １４款  国庫支出金及び１５款  県支出金は、該当する事務事業の有無

により左右されますが、合わせて１９億４７１万２，０００円を見込みま

した。  

１８款  繰入金は、６億７，５００万６，０００円となりました。各種積

立基金を最大限活用し、自主財源の確保に努めた結果、財政調整基金から

５億７，０００万円、公用・公共用施設整備基金から５，２００万円、小中

学校建設等基金繰入金から４，８００万円、まちづくり基金繰入金から５

００万円を繰入れます。なお、財政調整基金残高は、令和６年度当初予算

編成後で３億４，０００万円程度となり、引き続き財政的に大変厳しい状

況となっています。  

 ２１款  町債については、２億６１０万円となりました。なお、一般会
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計での町債残高は、令和６年度末で６７億５，０００万円程度が見込まれ

ますが、将来の財政負担の軽減を図るという観点から、実質公債費比率な

どに十分配慮し、引き続き有利な町債を活用したいと考えています。  

 次に、歳出についてですが、先ほど申し上げました主要施策を中心に重

点を置き、予算を編成しました。  

１款  議会費は、１億１，２３２万２，０００円となりました。  

２款  総務費は、１１億５，１０３万円となりました。主に、庁舎管理に

係る経費や情報系機器等の導入に係る経費、令和６年度中に任期満了とな

る選挙関連の経費を計上しております。  

３款  民生費は、３８億３，９９４万８，０００円となりました。主に、

こども医療費に係る経費、障害福祉サービスや障害者地域生活支援に係る

経費を計上しております。  

４款  衛生費は、８億３，３２２万円となりました。主に、後期高齢者医

療健康診査等委託に係る経費やリサイクルセンターの管理運営に係る経費

を計上しております。  

５款  農林水産業費は、１億２，６５１万８，０００円となりました。主

に、揚水機場設備更新工事や農業基盤整備に係る経費を計上しております。 

 ６款  商工費は、４，８５５万５，０００円となりました。主に、カレー

のまち推進事業に関連する経費やふるさと納税管理事業に関連する経費を

計上しております。  

７款  土木費は、６億１，４１６万９，０００円となりました。主に道路

照明灯整備工事や町道７号線の整備に係る経費を計上しています。  

８款  消防費は、６億２，２８７万７，０００円となりました。主に、防
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災行政無線システム改修に係る経費や消火栓設置費負担金を計上していま

す。  

９款  教育費は、１０億８，２２８万９，０００円となりました。主に、

給食センター設備改修に係る経費や教育環境整備に係る経費を計上してお

ります。  

 以上が  歳入歳出の概要です。  

 次に「第２表  債務負担行為」ですが、表に示した１２の事項を提出し

ます。  

 続いて「第３表  地方債」につきましては、総額２億６１０万円の借り

入れを予定しています。  

 

次に、特別会計ですが、議案第２０号「令和６年度  松伏町国民健康保

険特別会計予算」は、３１億６，２３６万５，０００円で、前年度に比べ、

額にして１億２，７５８万円、率にして３．９％の減となりました。主な要

因は、医療費給付事業の減額によるものです。  

 主な歳入は、１款  国民健康保険税５億５，７２９万３，０００円、４款  

県支出金２２億８，４８６万１，０００円、７款  繰入金２億７，２７０万

円などです。  

主な歳出は、２款  保険給付費２２億６，０４５万５，０００円、３款  

国民健康保険事業費納付金８億１，１１８万９，０００円、５款  保健事

業費３，３３１万９，０００円などです。  

 

議案第２１号「令和６年度  松伏町介護保険特別会計予算」は、２４億
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１１６万６，０００円で、前年度に比べ、額にして１億５，０８９万７，０

００円、率にして６．７％の増となりました。主な要因は、介護サービス等

給付事業の増額によるものです。  

 主な歳入は、１款  保険料５億５，６５７万９，０００円、３款  国庫支

出金４億３，６５３万３，０００円、４款   支払基金交付金６億１，３２

０万１，０００円などです。  

 主な歳出は、１款  総務費７，０２１万９，０００円、２款  保険給付費

２２億１，１９１万９，０００円、３款  地域支援事業費１億１，８２４万

１，０００円などです。  

 

議案第２２号「令和６年度  松伏町後期高齢者医療特別会計予算」は、４

億７，５２４万９，０００円で、前年度に比べ、額にして４７４万９，００

０円、率にして  １．０％の減となりました。主な要因は、後期高齢者医療

健康診査等事業の減額によるものです。  

 主な歳入は、１款  後期高齢者医療保険料３億６，７９２万７，０００

円、４款  繰入金１億６０５万２，０００円などです。  

主な歳出は、１款  総務費２，２１１万４，０００円、２款  後期高齢者

医療広域連合納付金４億５，１０７万７，０００円などです。  

 

 次に新年度から農業集落排水事業特別会計を公営企業会計に移行すると

ともに，松伏町下水道事業会計に会計統合することになりました。  

 議案第２３号「令和６年度松伏町下水道事業会計予算」の収益的収入及

び支出予定額については、収益的収入が５億２，０９０万２，０００円で、
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前年度に比べ、額にして１，４２５万３，０００円、率にして２．８％の増

となりました。主な要因は、農業集落排水事業収益の増額によるものです。  

主な収入として、営業収益２億９４万９，０００円、営業外収益３億１，

８５４万円などです。  

収益的支出は、５億１，９２２万３，０００円で、前年度に比べ、額にし

て１，２５７万４，０００円、率にして２．５％の増となりました。主な要

因は、営業費用の増額によるものです。  

 主な支出は、営業費用４億９，０３７万９ ,０００円、営業外費用２，６

６４万４，０００円などです。  

 

 次に、資本的収入及び支出予定額については、資本的収入が１億５，０

８１万７ ,０００円、前年度に比べ２，００４万６，０００円、率にして１

１．７％の減となりました。主な要因は、他会計出資金の減額によるもの

です。  

 主な収入は、下水道事業資本的収入、第１項  企業債６，７５０万円、第

２項  国庫補助金５，５２０万円、第３項  他会計負担金１，４８６万２，

０００円などです。  

資本的支出は３億４，９４４万３ ,０００円、前年度に比べ９９７万８，

０００円、率にして２．８％の減となりました。主な要因は、企業債償還金

の減額によるものです。  

 主な支出は、第１款  公共下水道事業資本的支出、第１項  建設改良費

１億２，６７２万８ ,０００円、第２項  企業債償還金２億１，７９１万円

などです。  
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以上をもちまして、令和６年度の施政方針及び当初予算の概要の説明と

します。ありがとうございました。  


